
地域医療連携室ニュース45号

〈 略 歴 〉

病院顧問：

北田 昌之

１９７８年- 信州大学医学部卒、大阪大学第２外科入局

市立豊中病院、市立堺病院などで研修

１９８４年- 医学博士 取得

１９８７年- 大阪大学第２外科助手、乳腺を専攻

１９８９年- 市立豊中病院外科勤務

１９９５年 同部長

２０１１年 同副院長

２０１４年４月- 市立池田病院 病院顧問

学会関係

・日本外科学会 指導医 専門医 ・日本乳癌学会専門医

・日本消化器病学会 専門医 ・日本消化器外科学会 認定医

・近畿外科学会評議員など

この度、乳腺・甲状腺センター長に就任いたしました、北田昌之（きただまさし）

です。私は阪大第２外科時代に乳癌を専門とするよう命じられ、その後、市立豊中病院

において25年間、乳腺・甲状腺外科を中心に診療して参りました。

今日、乳癌領域においては新規薬剤が次々開発されておりますが、その診断・手術・

術後療法・再発後治療はほぼ確立されており、当院においてもそれら標準治療を実践し

たいと考えております。

最近の話題は、乳房再建に用いるインプラントが保険収載され、再建手術が自家組織、

人工物の何れを用いても保険適応になったことです。幸い当院は施設基準を満たしてお

りますので、希望の方には、積極的に再建手術を行う方針にいたしました。

また、一時抑えておりました甲状腺の手術も再開しますので、こちらの方のご紹介も

宜しくお願いいたします。

初夏を思わせる陽気となりましたが、地域の医療機関様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

今回は、特集として平成26年4月より新しく赴任して頂きました、北田 昌之病院顧問、太田 博文主任

部長のご紹介をさせていただきたいと思います。今後とも地域医療連携にご理解とご協力のほど

よろしくお願い申し上げます。

新任医師のご紹介

 



１９８９年３月 大阪医科大学卒

１９８９年６月-１９９０年６月 大阪大学医学部付属病院 第２外科研修医

１９９０年７月-１９９３年６月 新千里病院 外科 研修医

１９９３年７月-１９９７年１２月 大阪大学医学部付属病院 第２外科研究生

１９９８年１月-２０００年３月 米国ジョンズホプキンス 病院 免疫病理学

（移植免疫研究ラボ）ポストドクトラルフェロー

２０００年 大阪大学 医学博士 取得

２００２年１０月-２００３年３月 新千里病院 外科 医長

２００３年４月-２００４年５月 済生会千里病院 外科 医長

２００４年６月-２００７年３月 同外科副部長

２００７年４月- 外科部長

２００７年１０月- ２００７年１２月 英国セントマークス 病院 留学

２０１３年４月 -２０１４年３月 済生会千里病院 主任外科部長

大阪大学医学部 臨床教授

２０１４年４月- 市立池田病院 消化器外科 主任部長

学会関係

・日本外科学会 指導医 ・日本消化器外科学会 指導医 ・日本大腸肛門病学会 指導医

消化器外科（胃･腸）

主任部長：太田 博文

〈 略 歴 〉

2014年4月1日から消化器外科主任部長として赴任いたしました、太田博文と

申します。私は消化器外科専門医（指導医）であり、かつ、大腸肛門病専門医（指

導医）で、専門分野は大腸外科、肛門外科、大腸癌化学療法です。これまでの略歴は

別記の通りですが、済生会千里病院で11年半勤務しました。そこで大腸肛門外来を

担当し、専門医として多くの患者さんを診療し、手術をしてきました。

私の大腸肛門外科の礎は2007年に英国のセントマークス病院に臨床留学したこと

にあります。ここで大腸肛門病臨床に関する最高峰の医療を実際に体験できました。

ここで得た知識と手技をできる限り済生会千里病院で実践しました。大腸疾患は大腸

癌の症例が圧倒的に多く、すでに腹腔鏡を用いた低侵襲手術を優先して行っておりま

したので、その利点をさらに高めるため、学んできたERAS（Enhanced Recovery

After Surgery）プロトコールをすぐに取り入れました。ERASプロトコールは術後

回復強化プロトコールと言われ、これまで、術後回復に役立つエビデンスをまとめて

取り入れることで患者さんの回復が加速されるシステムです。具体的には術前のカウ

ンセリング、腸管前処置の中止、術前炭水化物負荷、術中の過剰輸液の回避、術後嘔

気嘔吐を制御した疼痛対策、手術翌日からの食事開始し、輸液の中止、早期リハビリ

（術後2日目から）などです。これらを腹腔鏡手術に組み込むと患者さんの回復が目

に見えて早くなり、入院期間が短縮（術後3－5日で退院可能条件を満たす）し、術

後創感染が減り、その他の合併症も減少傾向にありました。

何より患者さんの術後QOLが大きく改善し、笑顔が増えます。短期間で良くなって

いく実感が湧くからです。 →次ページへ

 



そして、医療者のモチベーションが上がり、チーム医療の実践に繋がり、患者

のリスクマネージメントにも貢献します。市立池田病院でも今後、ERASプロ

トコールを立ち上げますので楽しみに待っていただければと思います。

肛門診療は当科ではこれまであまり力を入れていませんでしたが、今後は肛門外

科診療も積極的に行います。具体的には 三大痔疾患の痔核、裂肛、痔瘻の治療が

多くなってきますが、さらに直腸脱に対しては術後QOLを重視するため、より高度

な手術（アルテマイア手術 デローム手術、直腸固定手術など）を患者さんの状態

に合わせて行います。ここまでは、私の専門分野ばかり述べましたが、当科は胃癌、

肝臓癌、乳癌も担当疾患の部長が専門的に治療をします。これらの詳細は各部長が

後日、ご紹介申し上げます。

また、当院では虫垂炎、胆嚢炎、腸閉塞、消化管穿孔による腹膜炎、ヘルニア嵌

頓などの緊急手術にも対応しています。

当科では幅広い外科的疾患にも柔軟に対応しますので今後ともよろしくお願い

いたします。

〈 外来・手術 当番表 〉

外科：北田 昌之

消化器外科：太田 博文

※手術の日程は変動する場合があります。

月 火 水 木 金

診察 診察 手術

※手術の日程は変動する場合があります。

月 火 水 木 金

手術 手術 診察 診察

 



月 火 水 木 金

午  前

午  後

午  前

午  後

午  前

午  後

午  前

午  後

午  前 井倉 技（肝・胆）

午  後 井倉 技（肝・胆） 井倉 技（肝・胆）

午  前

午  後

午  前

午  後 井倉 技（肝・胆）

午　前

午  後

午  前 永 井 邦 彦

午  後

午  前 二 宮 智 紀 北 川 元 昭 二 宮 智 紀 北 川 元 昭

午  前

午  後

午  前

午  後

脳神経外科 1 診 午  前

1 診 午  前 豊 田 新 一 郎 小 澤 栄 稔 玉 井 大 介 大 塚 正 恭 辰 巳 美 晶

2 診 午  前 上 岡 孝 人 村 上 慎 一 郎 上 岡 孝 人 村 上 慎 一 郎 梶 原 信 之

午  前 新 谷 研 滝 沢 祥 子 篠 原 京 子 上 野 圭 司

午  後 上 野 圭 司 尾 崎 由 和 新 谷 研

午  前 尾 崎 由 和 篠 原 京 子 上 野 圭 司 滝 沢 祥 子

午  後 滝 沢 祥 子 岡 田 伸 太 郎 一 ヶ 月 検 診 心臓外来（第2週）

午  前 尾 崎 由 和 尾 崎 由 和

午  後 ア レ ル ギ ー 外 来 ワ ク チ ン 篠 原 京 子

4 診 午　後 腎 外 来 平 田 （ 第 １ 週 ）

午  前 北田（乳腺外来） 北田（乳腺外来）

午　後 北田（乳腺外来） 北田（乳腺外来）

午  前

午　後

午  前 高橋（乳腺外来）

午　後

午  前 柴 田 （ 肝 胆 膵 ）

午　後 柴 田 （ 肝 胆 膵 ）

午  前

午　後

午  前 交 代 制 交 代 制 酒田（下部消化管） 森 総 一 郎 柴 田 （ 肝 胆 膵 ）

午　後

4 診 午  前 瀧 内 大 輔

午  前 森 本 （ 肝 胆 膵 ）

午　後 森 本 （ 肝 胆 膵 ）

1 診 午  前

2 診 午  前

3 診 午  前

午  前

午　後

午  前 西 島 薫 森 梓

午  後

皮 膚 科 1 診 午  前 亀 井 利 沙 水 野 麻 衣 吉 良 正 浩 水 野 麻 衣 吉 良 正 浩

1 診 午  前 福 田 健 児 福 田 健 児 福 田 健 児

3 診 午  前 宮 﨑 裕 子

1 診 午  前 西 村 健 作 野 々 村 祝 夫 原 恒 男 西 村 健 作 原 恒 男

2 診 午  前 福 田 聡 子 井 上 均 福 田 聡 子 井 上 均 松 下 慎

1 診 午  前 川 口 浩 史 竹 原 幹 雄 藤 原 聡 枝 川 口 浩 史 竹 原 幹 雄

2 診 午  前 伊 藤 理 恵 布 出 実 紗 伊 藤 理 恵 藤 田 太 輔 田 吹 邦 雄

1 診 午  前 佐 々 本 弦 宮 本 理 子 宮 本 理 子 川 井 恵 里 子

2 診 午  前 松 山 智 昭 松 山 智 昭 松 山 智 昭

1 診 午  前 伊 藤 理 恵 川 本 将 浩 前 川 千 絵 阪 大 医 師 川 本 将 浩

2 診 午  前 中 川 あ や 伊 藤 理 恵 交 替 制 交 替 制 阪 大 医 師

3 診 午  前 交 替 制 交 替 制 交 替 制 前 川 千 絵

午  前 大 西 徹 郎 大 西 徹 郎 大 西 徹 郎 雨 河 茂 樹

午  前

2 診 午  前 小 川 芙 美 雨 河 茂 樹 雨 河 茂 樹 交 代 制 小 川 芙 美

3 診 午  前 吉 濱 直 哉 小 川 芙 美 吉 濱 直 哉 吉 濱 直 哉

4 診 午  前 雨 河 茂 樹 吉 濱 直 哉 小 川 芙 美 大 西 徹 郎

      市立池田病院　外来診察当番表 枠は、地域医療連携室から予約可能

診療科

内　科

1 診
岡田　拓也（糖・内分泌） 岡田　拓也（糖・内分泌） 津川真美子（糖・内分秘） 津川真美子（糖・内分秘）

　　大塚　正恭（血液） 津川真美子（糖・内分秘） 小澤　栄稔（糖・内分泌） 津川　真美子（合併症外来）

2 診
片岡　良久（血液） 　　森山　康弘（血液） 芥川　茂(呼吸器) 橋本　重樹（呼吸器） 岡田　拓也(初再診）

平田　歩（糖・内分泌） 田幡　江利子（呼吸器） 片岡　良久（血液） 森山　康弘（血液） 橋本　重樹（呼吸器）

3 診
橋本　重樹(呼吸器） 片岡　良久（初再診） 田幡　江利子（初再診） 芥川　茂(初再診) 森山　康弘（初再診）

梶原　信之（腎） 梶原　信之（腎） 平田　歩（合併症外来）

4 診
林　和幸（初再診） 津川真美子（合併症外来） 梶原　信之（腎） 林　和幸（腎）

小澤　栄稔　（糖・内分泌） 林　和幸（腎） 平田　歩（糖・内分泌） 豊田　新一郎(糖・内分泌） 林　和幸(腎）

消化器内科

1 診
福田　和人（肝・胆） 澤井　良之（肝・胆） 福田　和人（初診） 小来田　幸世(肝・胆）

福田　和人（肝・胆） 黒川　正典（胃腸膵） 厨子　慎一郎(胃腸膵）

2 診 厨子　慎一郎（胃腸膵）
松本　康史（胃腸膵） 黒川　正典（胃腸膵） 中原　征則（胃腸膵）

小来田　幸世（肝・胆） 澤井　良之（肝・胆） 中原　征則(胃腸膵） 松本　康史（胃腸膵）

3 診
今井　康陽（肝・胆） 今井　康陽（肝・胆） 小来田　幸世（肝・胆） 今井　康陽（肝・胆） 今井　康陽（肝・胆）

今井　康陽（肝・胆第3週休診） 大西　孝典（肝・胆）

4 診
谷 瑞 季 （ 初 再 診 ） 八 木 麻 依 （ 初 再 診 ） 交 替 制 （ 初 再 診 ） 交 替 制 （ 初 再 診 ） 安 岡 秀 高 （ 初 再 診 ）

澤井　良之（肝・胆） 小来田　幸世（肝・胆） 澤井　良之（肝・胆）

循環器内科

1 診 永 井 邦 彦 永 井 邦 彦 永 井 邦 彦

2　診

北川 元昭（第1.3.5週）

二 宮 智 紀 （ 第 2.4 週 ）

不整脈外来（第1.3.5週） ペースメーカー外来（奇数月最終週）

神 経 内 科 1 診
辰巳　美晶（神経内科） 　山下　真理子（神経内科） 辰巳　美晶(神経内科） 　山下　真理子（神経内科）

　山下 真理子（神経内科)

阪大医師（脳神経外科） 阪大医師（脳神経外科）

総 合 内 科

小　児　科

1 診
森田（第2・3・4・5週）

2 診 新  谷      研

3 診
牧　　一  郎

牧　　一  郎

森 田 千 佳 子

外 　　科

1 診

2 診 安座間（乳腺外来）
安座間（乳腺外来）

安座間（乳腺外来）

6 診
応援医師（乳腺外来）

応援医師（乳腺外来）

消化器外科

1 診
平尾（上部消化管） 太田（下部消化管）

平尾（上部消化管） 太田（下部消化管）

2 診
足立（上部消化管） 平尾（上部消化管） 酒田（下部消化管）

酒田（下部消化管）

3 診
ヘルニア外来（柴田） 腹腔鏡外来（柴田）

足立（上部消化管）

6 診

整 形 外 科

大河内（頚椎・脊椎） 宮崎（膝・股関節） 大河内（頚椎・脊椎） 若林（膝・股関節）

岡田　倫太郎 今井（手・鎖骨・肘）

辻野（頚椎・脊椎）

辻野（頚椎・脊椎） 蔡（手・鎖骨・肘） 蔡（手・鎖骨・肘） 宮崎（膝・股関節） 若林（膝・股関節）

ペイン外来

1 診 金 史 信 小 野 ま ゆ 渡 辺 祐 希 滝 本 佳 代 小 野 ま ゆ

2 診

1 診
小川芙美（第1・3・5週）

吉濱　直哉（第2・4週）

小 野 ま ゆ 西 島 薫

形 成 外 科
福 田 健 児 ( 第 2 ・ 4 週 ）

泌 尿 器 科 

産 婦 人 科

お問い合わせはTEL:072-754-6379　FAX:072-754-6380 2014年5月現在

福田　和人（肝・胆）

永井 邦彦（第1.3.5週）

交 替 制
上野 圭司（第2．4 週）

太田（下部消化管）

眼　科

耳　　鼻
いんこう科

歯  科

 


